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本レポートは、日本のキャリアカウンセリングサービス市場における主

要20社のポジショニングを、サービス提供形態（デジタル完結型vs対面

重視型）と価格帯（低価格vs高価格）の2軸で分析したものです。市場は

大きく4つのセグメントに分類され、それぞれ異なる顧客ニーズに対応

していることが明らかになりました。

1. はじめに

キャリアカウンセリングサービス市場は、働き方の多様化と転職市場の活性

化により急速に成長しています。本分析では、サービス提供形態と価格とい
う2つの重要な軸を用いて、主要サービスの競争ポジションを可視化し、市場

構造と各サービスの特徴を明らかにします。

2. 分析手法

本ポジショニングマップでは、以下の2軸を使用して各サービスを配置しまし

た：

X軸：サービス提供形態

デジタル完結型：オンラインプラットフォーム中心、AIマッチング、アプ

リベース



対面重視型：個別面談、対面カウンセリング、パーソナライズされたサポ

ート

Y軸：価格帯

低価格：無料〜月額3万円以下

高価格：月額3万円以上〜100万円超

3. ポジショニングマップ

4. 象限別分析
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第1象限：高価格×対面重

視型

JACリクルートメント

ポジウィルキャリア

マジキャリ

キャリドラ

パソナキャリア

特徴：高品質な個別カウンセリン

グ、専門コンサルタントによる手

厚いサポート、ハイクラス転職支
援

第2象限：高価格×デジタ

ル完結型

ビズリーチ

キャリアカーバー

コーチェット

ライフシフトラボ

特徴：AIマッチング、スカウト機

能、オンライン完結型の高付加価

値サービス

第3象限：低価格×デジタ

ル完結型

リクルートエージェント
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マイナビエージェント

エンエージェント

type転職エージェント

ハローワーク

特徴：大量の求人情報、無料サー

ビス、効率的なマッチング、幅広
いユーザー層

第4象限：低価格×対面重

視型
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ミートキャリア
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会
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特徴：リーズナブルな価格での対

面サポート、地域密着型、個人事

業主による小規模サービス

5. 主要サービス詳細比較



サービス名
価格

帯
提供形態 主要特徴

ターゲッ

ト層

ポジウィルキャリ

ア

高価

格
対面重視

マンツーマン転職支

援
20-30代
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格
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結
ヘッドハンティング ハイクラス

リクルートエージ

ェント
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外資系・グローバル
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doda
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結

転職サイト＋エージ

ェント
20-40代

マジキャリ
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格
対面重視 キャリアコーチング 20-30代

ハローワーク 無料
対面・デジ

タル
公的就職支援 全年代

6. 市場トレンドと洞察

主要トレンド

デジタル化の進展：コロナ禍を機にオンライン相談が急増、リモート対

応が標準化

パーソナライゼーション：AI活用による個別最適化されたキャリア提案

価格の二極化：無料サービスと高付加価値の有料サービスに分化

専門性の重視：業界特化型、職種特化型サービスの増加

長期キャリア支援：転職だけでなくキャリア全般をサポートするサービ

スの拡大



市場の成長要因

労働市場の流動化とキャリア観の変化

副業・複業の普及による多様な働き方の浸透

人生100年時代におけるリスキリング需要の高まり

企業の人材獲得競争激化

競争構造の変化

従来の大手人材紹介会社による寡占状態から、専門特化型やテクノロジー活

用型の新興サービスが市場シェアを拡大しています。特に、AI・データ分析
を活用したマッチング精度の向上と、個人のキャリア開発に焦点を当てたコ

ーチングサービスが成長分野となっています。

7. ユーザー向け推奨事項

サービス選択の指針

予算重視の方（第3・4象限）

まずは無料の大手エージェント（リクルート、doda等）を活用

ハローワークの職業相談も並行利用

オンライン完結型で効率的に情報収集

手厚いサポート重視の方（第1・4象限）

対面でのきめ細かい相談を希望する場合

キャリアチェンジや長期的な相談には高品質サービスを検討

業界特化型エージェントの活用

ハイクラス転職の方（第1・2象限）

ビズリーチ、JACリクルートメント等のハイクラス特化サービス



ヘッドハンティング機能の活用

専門コンサルタントによる戦略的キャリア支援

効率重視の方（第2・3象限）

AIマッチング機能を活用したデジタル完結型サービス

複数サービスの並行利用で選択肢を拡大

スカウト機能で受動的な転職活動も併用

8. 結論

キャリアカウンセリングサービス市場は、ユーザーの多様なニーズに応える

形で細分化が進んでいます。サービス選択においては、自身の予算、求める

サポートレベル、利用スタイルを明確にした上で、適切な象限のサービスを
選択することが重要です。

今後は、AIとヒューマンタッチの最適な組み合わせ、より精密なマッチング

技術、長期的なキャリア開発支援が競争優位の源泉となると予想されます。

ユーザーにとっては、これらの技術進歩の恩恵を受けながら、自身のキャリ

ア目標に最も適したサービスを選択できる環境が整いつつあります。

本レポートは2025年10月時点の情報に基づいて作成されています。

サービス内容や価格体系は変更される可能性がありますので、最新情報は各

サービスの公式サイトでご確認ください。


